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『南国市まち・ひと・しごと創生』に関する提案書 ① 

 
 

平成２７年６月１２日提出 
南国市・男性 

 

事業の名称 交通事故減少運動 

事業のテーマ 
 
※該当する番号に 

○印をお願いします 

 「しごと」を増やし、安心して働ける仕組をつくる 

 都市から「ひと」の流れをつくる 

 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

○ 「まち」に活力をもたらし、安心して暮らす社会環境をつくる 

事業目的・内容 
※別紙（任意様式）に記

入し、添付いただいても
構いません。 

（何のため、誰のために、どのような事業を推進するのか記入してください） 

高齢者の運転免許返納を促進する。６３歳以上の運転免許証を返納した人

に、南国市内で使用できる商品券１万５千円分を１万円で購入できるようにす

る。（但し、バス、電車、汽車、定期にも使用出来るものとする） 

 

 

 

 

 

事業目標 

（いつまでにどのような状態にすべきなのか記入してください） 

交通事故を少なくすることを目的とする。 

 

 

事 業 費  

※任意記載 

（事業費（概算）が想定できる場合は記入してください） 

 

課題・対応策 

（事業実施にあたっての課題及び対応策を記入してください） 

警察署との協力が必要 

備  考  

（その他自由記載欄） 

 

 

資料４ 
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『南国市まち・ひと・しごと創生』に関する提案書 ② 
 
 

平成２７年６月１３日提出 
南国市・男性 

 

事業の名称 地場産業の拡大と新流通方式 

事業のテーマ 
 
※該当する番号に 

○印をお願いします 

 「しごと」を増やし、安心して働ける仕組をつくる 

 都市から「ひと」の流れをつくる 

 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

 「まち」に活力をもたらし、安心して暮らす社会環境をつくる 

事業目的・内容 
※別紙（任意様式）に記

入し、添付いただいても
構いません。 

（何のため、誰のために、どのような事業を推進するのか記入してください） 

新鮮抜群の、果物、野菜の海外市場を狙う。地場産品の特色を組織的に海外

輸出。メロン、スイカ、トマト、その他地場産の柑橘類を南国の特産品として

富裕層をターゲットに。個人の動きではダメ、県、市としての組織でないと海

外の市場は征服できない。生産、加工（冷蔵）流通、現地エージェントの確立。

３４時間で海外のマーケットに着荷。ビックスケールの構想を視野に入れない

と人物金は集まりませんよ。 

※例えば、西島園芸団地の近代化農法と企業化 

 

 

 

 

事業目標 

（いつまでにどのような状態にすべきなのか記入してください） 

 

 

 

事 業 費  

※任意記載 

（事業費（概算）が想定できる場合は記入してください） 

 

課題・対応策 

（事業実施にあたっての課題及び対応策を記入してください） 

 

備  考  

（その他自由記載欄） 
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『南国市まち・ひと・しごと創生』に関する提案書 ③ 
 
 

平成２７年６月１９日提出 
南国市・女性 

 

事業の名称 地産外商につながる地産地消を！ 

事業のテーマ 
 
※該当する番号に 

○印をお願いします 

 「しごと」を増やし、安心して働ける仕組をつくる 

 都市から「ひと」の流れをつくる 

 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

○ 「まち」に活力をもたらし、安心して暮らす社会環境をつくる 

事業目的・内容 
※別紙（任意様式）に記

入し、添付いただいても
構いません。 

（何のため、誰のために、どのような事業を推進するのか記入してください） 

南国市のことを南国市民にもっと知ってもらい、県外にいる家族や知人に南

国市の人・もの・ことをアピールする。自分たちが南国市と市外の人をつなぐ

んだという意識を持ってもらう。地産外商をねらった地産地消を考えてみては

どうでしょう。 

 

事業目標 

（いつまでにどのような状態にすべきなのか記入してください） 

まずは、南国市のことを市民に知ってもらうことから始め、意識づけができ

るまで根気強く続けることが大事と思います。 

 

 

事 業 費  

※任意記載 

（事業費（概算）が想定できる場合は記入してください） 

 

課題・対応策 

（事業実施にあたっての課題及び対応策を記入してください） 

例えば、高齢者に対して毎週各地区で行われている体操のときや生涯学習の

ときを利用し、順次、バスでその一行を道の駅へ連れて行き、南国市の“おす

すめ”を体験、実感してもらい、それを県外の誰かに勧める。自分ひとりでは

なかなか出かけられない人に、気軽に無理なく動けるような手立てをする。「こ

れ、いいな」。とか、「ここ、おいしいな。」とか実感したら、例えば県外にい

る息子さんにも勧めやすいですよね。実感して勧めることができるためには、

今あるものやことを、さらに魅力あるものにしたり、充実したりするのも大事

かと思います。 

 

 

備  考  

（その他自由記載欄） 
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『南国市まち・ひと・しごと創生』に関する提案書 ④ 
 
 

平成２７年６月１９日提出 
南国市、女性 

 

事業の名称 次世代の農業をめざせ！ 

事業のテーマ 
 
※該当する番号に 

○印をお願いします 

○ 「しごと」を増やし、安心して働ける仕組をつくる 

 都市から「ひと」の流れをつくる 

 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

 「まち」に活力をもたらし、安心して暮らす社会環境をつくる 

事業目的・内容 
※別紙（任意様式）に記
入し、添付いただいても

構いません。 

（何のため、誰のために、どのような事業を推進するのか記入してください） 

肥沃な香長平野の農地の有効活用と、施設園芸の担い手を増やすこと、産地

の維持という 3つのことについて考えました。新規就農を考えている人が、安

心して南国市で研修ができる場をつくり、今まで培ってきた施設園芸の技術や

ノウハウを後世に伝え、続けていくための設備や体制を整えることを提案しま

す。また、機能性野菜について研究、栽培できる施設についても考えていって

はどうでしょうか。 

 

 

 

事業目標 

（いつまでにどのような状態にすべきなのか記入してください） 

新規就農希望者が受け入れ農家で研修した後、自分のハウスが持てるまでの

間働けるようハウス郡を用意する。生産者の高齢化はどんどん進んでいるの

で、早ければ早いほどいいと思います。 

 

 

事 業 費  

※任意記載 

（事業費（概算）が想定できる場合は記入してください） 

 

課題・対応策 

（事業実施にあたっての課題及び対応策を記入してください） 

まとまった農地の確保と所有者の理解。明確なビジョンを示す。 

備  考  

（その他自由記載欄） 
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『南国市まち・ひと・しごと創生』に関する提案書 ⑤ 
 
 

平成２７年６月１９日提出 
南国市・女性 

事業の名称 子育て支援 

事業のテーマ 
 
※該当する番号に 

○印をお願いします 

 「しごと」を増やし、安心して働ける仕組をつくる 

 都市から「ひと」の流れをつくる 

○ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

 「まち」に活力をもたらし、安心して暮らす社会環境をつくる 

事業目的・内容 
※別紙（任意様式）に記

入し、添付いただいても
構いません。 

（何のため、誰のために、どのような事業を推進するのか記入してください） 

子育ての一番の悩みは子供が病気になったときに保育所が預かってくれな

いことです。共稼ぎ家庭が多い高知県では核家族世帯は特に深刻な悩みです。

2 か所ほど病気の場合でも受け入れ可能な保育所を設置してはどうでしょう

か。保育所の入所者も減っていると思うので部屋は確保できると思います。あ

と、看護師を 1名から 2名配置すればいいと思います。また、時間の延長、朝

7時頃から夜 7時頃までの預かり。南国市でこういう体制を取っているという

ことで近隣からの転居も増えると思います。また将来的に夜勤の対応。看護師

などは病院に託児所があり夜勤もあずかってくれるのですが、介護士の場合は

施設などでは保育所の設置がありません。高齢化社会となり益々介護士の需要

が増える昨今対応できる保育所があればよいと思います。 

 

事業目標 

（いつまでにどのような状態にすべきなのか記入してください） 

余裕のある部屋がある保育所 

看護師、保育士の予算がでるならば早急に 

 

事 業 費  

※任意記載 

（事業費（概算）が想定できる場合は記入してください） 

 

課題・対応策 

（事業実施にあたっての課題及び対応策を記入してください） 

看護師、保育士の給料をすべて南国市が負担するのか 

また、保育料に加算しても南国市まで移転してくれるのか 

備  考  

（その他自由記載欄） 
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『南国市まち・ひと・しごと創生』に関する提案書 ⑥ 
 
 

平成２７年６月１９日提出 
高知市・男性 

事業の名称 高所得者向け CCRC 

事業のテーマ 
 
※該当する番号に 
○印をお願いします 

○ 「しごと」を増やし、安心して働ける仕組をつくる 

 都市から「ひと」の流れをつくる 

 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

 「まち」に活力をもたらし、安心して暮らす社会環境をつくる 

事業目的・内容 
※別紙（任意様式）に記
入し、添付いただいても

構いません。 

（何のため、誰のために、どのような事業を推進するのか記入してください） 

県内若い人の雇用拡大、高齢者の生活持続の安心創出、地域住民の社会文化

レベル向上 

・県内だけでなく、将来高齢者があふれ出す東京圏からの移住を進める。 

・大規模、かつ社会・文化施設を備え、将来の要介護においてもサービスを受

けられるサ高住複合施設をつくる。 

・ターゲットを高所得者層を中心にすることにより、事業費用を確保する。 

・高齢者の介護施設に対する不安は、生活感・価値観があまりに異なる人たち

との共同生活にあり、一定の類似した生活レベルの施設をつくる。 

・空港に近く、富裕層・高所得者層の東京・大阪圏の高齢者を移住させ易く、

それに伴い家族の往来も増す。 

事業目標 

（いつまでにどのような状態にすべきなのか記入してください） 

他県、他市が名乗りを上げる前に、CCRC導入の意思決定を行う。 

・半官半民で行うために、事業者を募集・選定する。 

・篠原地区の市街化調整区域に CCRC をつくるため、地区計画の作成か調整区

域の解除、農業振興地域の解除を１～２年で行う。 

事 業 費  

※任意記載 

（事業費（概算）が想定できる場合は記入してください） 

課題・対応策 

（事業実施にあたっての課題及び対応策を記入してください） 

中途半端に施設をつくっても、普通の高齢者施設と変わらないため、イメー

ジ的には篠原地区の農地一円をすべて CCRCにする程度のもの。 

・社会人教育のための大学の一部、保育園、学校等の誘致又は他からの移設も

検討する。 

・需要者層の人数と年間負担費用の上限のマーケティングを県内、東京大阪圏

で行う。 

備  考  

（その他自由記載欄） 

引退した知的レベルの高い高齢者が余暇を第二ステージの自らの向上と社

会貢献に努められるような環境をつくる。高齢者が幸福を感じ続けられるよう

な施設をつくるのが目標。 

・家族が最期まで看取れればいいのですが、今後、年金受給は７０才を超え、

それまで働かなければならない社会に近い将来突入するに際して、介護施設は

不要不急になります。 

・足元が弱くなってきている高齢者の終の棲家は、街中になくてはならず、浸

水や土砂災害の恐れのない地域でなくてはならず、南国市はもっとも適地だと

思います。 
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審議会委員による提案 
 
 
平成２７年６月１５日提出 
南国市奈路、男性 

 
 

事業の名称  

事業のテーマ 
 
※該当する番号に 

○印をお願いします 

 「しごと」を増やし、安心して働ける仕組をつくる 

 都市から「ひと」の流れをつくる 

 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

 「まち」に活力をもたらし、安心して暮らす社会環境をつくる 

事業目的・内容 
※別紙（任意様式）に記
入し、添付いただいても

構いません。 

（何のため、誰のために、どのような事業を推進するのか記入してください） 

「道の駅南国」をもっと活用すれば、「産業の振興（特産品の育成とそのブ

ランド化・販路拡大）（地産地消・地産外商）」、「観光・交流」の拠点となり、

「人財定住」にもつなげることができるはず。 

具体的には、 

○現在、加工商品は商工会青年部、空の駅、ＪＡ、雇用創出協議会、企業など

がばらばらに作っているので、道の駅が核になってコーディネートするととも

に、道の駅自体で商品開発を行う。 

○新商品は道の駅をアンテナショップとして販売し、外商につなげる。 

○これらの活動（営業）をするには多数の雇用が必要であり、人材の確保およ

び定住促進につなげていく。 

 

 

事業目標 

（いつまでにどのような状態にすべきなのか記入してください） 

 

 

 

事 業 費  

※任意記載 

（事業費（概算）が想定できる場合は記入してください） 

 

課題・対応策 

（事業実施にあたっての課題及び対応策を記入してください） 

 

備  考  

（その他自由記載欄） 

 

 


